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【  特　集  】

使って便利な品質工学～加工分野の品質工学～
品質工学は，欧米では「タグチメソッド」として広く知られ，日本でも電気，情報，自動車など各種産業界で適用が

進められており，開発・設計期間の短縮や製品の高品質化と高能率化，ならびにそれに伴う製造コスト低減，といっ
た効果が謳われている．その議論は，品質工学会が主導してなされているが，意外に切削を始めとした加工の分野に
おける適用例も多い．その反面，従来の設計・開発の思想とはまったく異なるため誤解が多く，使い方が難しい，内
容が理解し難い等，実際の適用にあたってのハードルが高いと感じる方も多い．
本号の特集では，品質工学の概説によりその本質を理解していただくとともに，品質工学を生産現場の切削や研

削，あるいは砥粒加工における最適条件の割り出しに応用した実際の事例を紹介することで，品質工学の門を叩く一
助としたい．

〔特集１〕　 品質工学の考え方と加工技術分野での研究事例
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〔特集５〕　 品質工学によるツルーイング条件の最適化 
―超砥粒砥石用ニュードレッサの開発―

【高坂  槇治】（こうさか・しんじ）
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